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保育学生の「保健・健康Jへの意識を高め，保健・健康指導を工夫するための考察
一保育者への「保健・健康Jに関するアンケート調査より一

七木田方美*1・湯原富子*2

1 .はじめに

現代の保育所・幼稚園における保育者の業務は，

幅広い年齢の保育に加え 早朝から夜遅くまでの保

育を担うようになってきた。また，一時保育，健康

を害した子どもなども対象となり，保育所では乳幼

児の保健に関する問題が山積みである。このような

縦横無尽な保育の広がりは，本来，家庭において担

うべきであった保育の内容までを，保育者が担う結

果となり，未熟性を抱えた子どもの様々な生活のシ

ーンに対応する力が保育者に求められるようになっ

てきたということである 1)。そして，子どもの直接的

な業務以外にも，保護者の支援および指導をも保育者

が担うこととなり，保育者自身が心身の健康を維持で

きず，保育者の休職率は毎年増加する一方である。

集団の場での保育は，低年齢児の心身の健康にと

ってはどうかといえば 早期からの様々なウイルス

や細菌への接触は，疾病状態を常に繰り返すことと

なり，子どもの心身の発達への影響が危倶されると

共に，中耳炎による後遺障害や保育所における音環

境の劣悪さは，健やかな子どもの発達を補償すると

は言い難い 2)3)。また，特定の人とのかかわりの中

で，人への基本的な信頼感を形成することが重要と

される未満児においては，保育者の勤務上，同一保

育者が同ーの乳児にかかわることは期待しがたい4)。

以上のように，保育業務の広がりは，子どもにと

っても保育者にとっても，双方の健康を維持し難い

結果を招いているという現状をふまえ，今回は，今

後保育を担う保育学生の保健・健康の意識を高める

取り組みを検討することを目的に，保育現場で働く

保育者の保健・健康に対する意識調査を行った。

* 1幼児教育科 *2東広島サムエル保育園

2.保育学生の「保健・健康jへの意識を高め
ることが必要と感じたアンケート

(1 )調査方法等

-対象:広島県内の保育者150名

・期間:平成17年 7 月 ~9 月

-方法:調査用紙にて5段階で回答

.回収方法:返信用封筒にて回収

.109名(回収率72.7%)

(2) アンケート項目 (Fig.l) 

(3) 保育者の子どもへの保健・健康指導に関する結果

(Fig.2 ) 

どの項目も， rどちらともいえない」から「あまり
おもわないJr全くそう思わない」という保育者が半
数以上を占めていた。これは「保健・健康J指導は，

家庭で実施されるべき「しつけJの要素を含むもの

であり，決して子どもにとって「楽しいJものにはなり

がたい要素を含んでいるからではないかと推測する。

① 保育内容「健康Jの生活に係わる分野につい

て子どもが興味関心を持てるよう工夫している

か (Fig.3)。

② 保育者は自分の身体を大切にしているかどう

か (Fig.4)。

自分の身体を大切にしていると答えた保育者

は「全くそう思うJrそう思うjを合わせると12
名 (11.0%)であった。

③ 保育者は健康か?(Fig.5) 

保育者自身が自分は「健康であるJと答えた

者は10名 (9.2%)であり，これも，圧倒的に

「健康ではないjと感じている保育者が7割以上

を占めた。
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Fig.2 保育者の「保健・健康」に対する意識のアンケート集計
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ロ全くそう思う ・そう思う ロどちらともいえない

図あまり思わない g全くそう恩わない 回回答無し

20， 1 

Fig.3保育内容「健康jの生活に係わる部分について
子どもが興味関心を持てるよう工夫している。

回全くそう思う ・そう思う ロどちらともいえない

Eあまり思わない 回全くそう思わない 固回答無し

18覧

50，46% 

Fig.5 現在，私(保育者)は健康です。

3.保育における「保健・健康jの位置づけに

ついて

①保育者の「保健・健康」に関する意識の図式化

「健康jという領域の位置づけについて，保育

者に図式化していただき 保育者にその理由に

ついて尋ねた (Fig.6 )保育者は， r健康」は大
切で，確かに存在はしているが，日常の保育の

中では見えていない部分であるという認識であ

り，保育所・幼稚園における活動においては，

病気やけがの時は意識するが，日常的にはあま

り顕在化していないということである。

②看護師の「保健・健康」の位置づけの図式化

保育所・幼稚園に置いて，どの園に置いても

常在ではないが，子どもの「保健・健康」を担

う看護職「健康Jという領域の位置づけについ

て，看護職の回答をFig.7に示した。看護師は，

園での子どもの生活は健康が基盤となっており，

健康が傾くと，保育全体が傾くという意識を持

っているという説明があった。

回全くそう思う ・そう思う ロどちらともいえない

図あまり恩わない 日全くそう恩わない 固回答無し

0，0%¥1，1% 

54，49首

Fig.4 私(保育者)は，自分の身体を大切にしている。

園での子どもの生活

東広島子育て支援連絡笛議会保健分科会

Fig.6 保育者の「保健・健康」の位置づけ

東広島子育て支援連絡協級会 保健分科会

Fig.7 看護師の「保健・健康Jの位置づけ

4.アンケート調査および「保健・健康jの位

置づけに関する考察

(1 )保育者の資質としての「保健・健康J
① 子どもへの「保健・健康」の指導・援助は苦手

保健・健康に関する指導・援助は苦手で，日

常の繰り返しの中で自然に取り入れる内容であ

り，具体的に興味関心を持てるような工夫はさ

37 



七木田方美・湯原富子

れていないということが推測される。

② 保育者自身の健康の維持管理が困難

保育者が自らの心身の健康について，十分に配

慮していないことが今回のアンケートにて明らか

となったが，これは，業務過多な状況にあわせ，

自分の心身への深い調察が疎かにされてきたとこ

ろにも一端があるのではないかと考える。三砂

は，現代日本という文化における女性の生き方へ

の警笛をならしており，女性性をそのまま生きる

ことを大切にすることを述べている5)。また，保

育者や保育学生の多くは女性であり，女性は男性

に比べうつ病になりやすい性差があることを考え

ると， 20歳代女性の精神的な様々な異常は，自分

の体に向き合うことをうまく重ねていくことで，

重症に至る前に気づき 回避できる事も可能では

ないかと考える6)。

③ 保育職としての「健康・保健Jへの意識と看護
職の意識の違いを生み出すものについて

保育職と看護職という職種により， r保健・健
康Jに関する意識の有り様が図式化することによ
り視覚的に理解できたことは，保育者養成におい

て乳幼児の心身の健康を育む者にとっては，示唆

に富むものであると考える。

38 

ここで考えたいのは，両者とも「保健・健康」

は意識しているが，どちらが正解かということで

はなし保育者と看護職における違いを生み出す

違いである。

保育者は， r子どもを抱き，語りかけ，遊ぶこと」
が本来の業務であることを考えると，子どもがの

びのびと主体的に遊ぶための環境を整え，また自

らも環境構成の一員として，言葉をかけ，音楽を

奏で，子ども一人一人の願いをくみ取る作業と子

ども同士の願いの調節について，子どもに共感し

応答する力を根本的に持っている存在である。そ

して，子どもの生活を丸ごと預かる保育者になる

ため，保育学生は保育者養成という明確なねらい

のある場で，様々な保育技術を習得している。

一方，看護師養成の場に置いては，人の命の尊

さや惨さについて思慮を重ねることは避けては通

れないことである。看護師は，保育士，子ども達

の健康に視点を置いて関わっているのである。保

育を創り出すというよりは，健康を基にして心身

が育まれるという意識で保育に関わっているので

ある。そして，保育者へ望む事は，子どもの鏡と

なる保育者が健康でなければ，いい保育は出来な

いということ，すなわち，保育者の健康観をも大

切にしてほしいということである。

保育職と看護職の違いを生み出す違いとは，

個々の個人レベルの資質や経験の異なりはもちろ

んであるが，養成時期における双方の学びの特異

性も大きな要因である。しかしながら保育学生が，

ゆとりのない多忙な時間に，自分の軸および根源

といった，生きることの原点としての個や，その

時の心身の有り様を十分に内観しているかどうか

は疑問が残る。保育において， r人の命を預かるJ
という土台は決しておろそかにはできないことで

あり，土台なくしての「子どもとの楽しい生活」

は，いずれ崩壊するということを，養成者は認識

する必要があるように思われる。

七木田は， r保護者のエンパワーメントjにつ
いて保育者養成者としての自身の課題として，

「親は，一人の人間として，自分という時間を充

実して生きてこそ親としても充実して生きられる

のだと考える。親のエンパワーメントとは，支援

する者がその親を，親である前に一人の人間であ

るという事を認めてはじめて可能なのであり，知

識による環境や行動レベルでの支援にとどまら

ず，信念レベルからの支援があってこそ実現す

るjとまとめている7)。この言葉は，保育者にお

いても保育学生においても同様であり， r保育者
も保育者である前にひとりの人間としても充実し

て生きてこそ保育者として充実して生きられるj

と置き換えることができる。

様々な職種が連携する場である保育現場におい

て，保育者は人数的にも業務的にも優位であるか

らこそ，他職種への心くばりのあるコミュニケー

ション能力の構築が求められる。よりよい連携お

よび保育者の「保健・健康Jの意識の顕在化のた

めにも，保育者である前に一人の人間として，自

分の心身を十分に内観するだけの材料とゆとりを

保育学生に提供する必要性を感じる。

(2) 乳幼児期の「保健・健康j指導のあり方の考察

① 「ねばならぬJから「気づくJへ
「保健・健康」という領域は，領域の特性上，

ねばならぬ性格が強く また「しつけj的な要素

を含むものである。たとえば， r手洗いjについ
ては，保育者という大人にとっては， r感染症防
止のためjもしくは「身体の清潔のためjに洗わ

なくてはならないものである。一方，子どもにし



保育学生の「保健・健康jへの意識を高め，保健・健康指導を工夫するための考察

てみれば，なぜ手を洗うのか意味が分からない

まま「洗わせられている」という感が強いよう

に思える。保育者が「手は汚いJrパイキンがつ
いているjといくら言葉で言ったとしても，子

どもは，どんなにトイレのノプを回したとして

も，ジャングルジムを必死になって登ったとし

ても，手の汚れ，そしてパイキンは見えるはず

がないのである。そこで，保育者は言葉によっ

て目に見えぬ汚れた状況を子どもに説明しよう

とするが，個々の子どもが言葉の内容をどのよ

うに受け取るかを考えぬまま，ただ「手にバイ

キンが付いているから洗いましょうJrお腹が痛
くなるよjなどと「喰jを用いてその汚さを表

現したとしても，子どもにとってそれが現実に

なる瞬間はよほどのこと(例えばニオイとして

残っていた)が無い限り皆無に等しい。また，

「きたないJrあらいなさいJrそのままではいけま
せん」といった命令や禁止は，言葉の特性として

否定的感情がつきまとい，子どもは，話の内容は

さておき，まずはその言葉に拒否を見せる。

したがって， rねばならぬ」から「気づく」た
めの教材開発は， r保健・健康」という領域にお
いては不可欠なものであり アルパートメラピ

ンの提唱するメラピンの法則のとおり，視覚や

聴覚等の感覚に訴えるような工夫が望まれる8)。

② 「自分を知り，自他に興味を持つ」という内

容について

乳児期は自他の意識が未分化であり，他者へ

の意識が芽生える時期である。浜田が述べるよ

うに，自分を知るということは，他者がいて，

そこに自分を重ね合わせてはじめて行われるこ

とであり，自他の相互性があって初めて自我が

芽生えるものである 9)。やがて幼児期前期から

Fig.8 五感を刺激する教材の工夫

後期への移行期は，いわゆる fこころの理論J

が成立し，ハンフリーの言う「内なる目Jによ

る自分への報償や自制といった感情が芽生える

ようになる時期である10)。

乳幼児期は，あらゆる現象に対して，自分と

いうものを照らし合わせ，自分は他の人とは違

う考えを持つ個性ある人間なのだということに

気づく時期であり，この時期においての「保

健・健康jのあり方は，子どもが自分自身の心

身の有り様に気づき，自分も他人も大切にする

こころを育てることが大切になる。

③ 子どもにかかわる全ての人による保健・健康

指導に関する認識の必要性

生活の便利さとは裏腹に，子どもの子どもら

しい姿を奪うような科学技術や環境の進展によ

り，乳幼児の遊びゃ生活の質は決して向上した

とは言い難い。また，体力や生活技能の低下，

基本的な人との関係の未熟さによる，気がかり

な子どもは増えていく一方であり，ビデオやゲ

ーム漬けにされた子どもの慢性疲労や睡眠異常

は，基本的生活習慣を脅かすばかりでなく，正

常な精神機能の発達や，こころの理論の不成立

を招くことは，もはや保健学では常識である11)。

子どもは，自然の中で経験を積み重ね，五感

をひらきながら育っていくということが懐かし

く思える現代社会において，前述のメラピンの

法則に従うような視覚や聴覚に限らず，幼児期

においては五感に意識的に働きかけることが，

子どもの健やかな心身の発達のために不可欠で

あると考える (Fig.8)。湯原は、保育所・園に

おける保健・健康指導は子どもにかかわる者全

てでくり返し行うことの必要性を強調するよう

に，保健・健康指導はその場や特定の人に限ら

Fig.9 みんなで繰り返しの保健指導
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ず，全ての場面で子どもにかかわる全ての人が協

力して実施できるようになることが筆者らの願い

である (Fig.9) 12)。

④ 五感をひらくために

乳児期のケアのなかに「自分の心身を知るjと

いう内容があることを保育者は意識し，子どもが

五感を十分にひらけるようなかかわりが必要であ

る。タッチケアなどの積極的なスキンシップは，

五感をひらき，乳児の人への基本的な信頼感を育

てる上では有効であると考える13)。

幼児期は，乳児期に十分にひらかれた五感によ

り能動的に外の世界に働きかけながら，他者への

懐の深さを，この後一生磨いていけるよう，保育

基盤作りのための働きかけを，言葉に限らず意識

して行っていく必要があると考える。

未熟で未分化であった五感を幼児期に十分にひ

らき，気づいた子ども達が，他者との関わりの中

で他者との違いに気づき，やがて自分も他人も認

められる豊かさをもった一人の人間として成長し

ていくことを期待したい。もちろん，保育者とな

る保育学生についても筆者自身も同様である。

保育者の休職が過去最高になっている現在，保

育者が子どもの健康の保持増進のみならず，自ら

の心身の健康を保持する能力も保育力のひとつと

考えていく必要があると考える。子どもの五感を

ひらく教材の開発は，保育学生にとっては保育力

を磨くことそのものであろう。

5.まとめと今後の課題

アンケート調査により，保育者自身の「保健・健康」

への意識の低さと指導の苦手さが明らかとなった。保

育学生の「保健・健康Jへの意識を高め，乳幼児期の

保健・健康指導の工夫点は以下の3点である。
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① 保育者自身の保健・健康を維持するために，保

育学生には，保育者である前に一人の人間として，

自分の心身を十分に内観するだけの材料とゆとり

を提供する必要性がある。

②保健・健康指導は「ねばならぬj的性格が強い

ため，子どもの「気づきjを導くような乳児期か

らの積み重ねと工夫が必要である。

③心身の健全な発達には，乳児期には五感をひら

き，幼児期には能動的に五感で気づけるような援

助が必要である。

そして，学生が自らの問題として「気づき」を得，そし

て行動化につながるような機会を積極的に与えていき，

保育学生の保育力を高めることが今後の課題である。
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Abstract 

ηle Consideration to Raise Consciousness of the Health of Child-Care Student 
and to Devise Health Guidance 

-From a Questionnaire-based Investigation about the Health of the Child-Care Worker-

Masami NANAKIDA*l， Tomiko YUHARA*2 

Research showed that childぐareworkers weren 't conscious of their health. Then， it become clear 

that she was poor at overall health guidance. The health consciousness of the childぐarestudent is also 

raised， and ideぉ forthe health guidance of child's term are then discussed. 

Findings in this research include: 

① It is important that the childぐareworker maintains their health. Before a child-care worker that 

must be provided a chance to become aware of their mind and body as one human being， and time to 

comprehend that. 

② The health guidance has the character of “You should be it". An experience from the suck1ing 

term which draws the chi1d's awareness among their ideas are also necessary. 

③ Childぐareworkers must become aware of the five sens邸 ininfancy， and it is neceぉaryfor the 

child to use the five senses actively for the healthy development. 
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